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平成１９年第５回小金井市教育委員会定例会議事日程 

平成１９年５月８日（火） 

午 後 １ 時 ３ ０ 分 開 会   

 

開催日時 平成１９年５月８日 
開会 １時３１分 

閉会 ２時０６分 
 

場  所 小金井市役所第二庁舎 ８０１会議室 

出席委員 

委 員 長    伊東 浄堯 

 

委員長職務    亘理千鶴子 

代理者 

 

委   員    菊地 邦夫 

委   員    伊藤 恒子 

 

教 育 長    谷垣十四雄 
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た者の職 
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学校教育部長   本多 龍雄 

 

生涯学習部長   石川  明 

 

庶務課長     北村  高 

 

学務課長     福田 協司 

 

指導室長     冨士道正尋 

 

指導主事     浜田 真二 

 

 

生涯学習課長   伊藤 信之 

兼生涯学習係長事務取扱 

 

スポーツ振興課長 林  文男 

 

図書館長     田中  肇 

 

公民館長     中嶋  登 

 

庶務課長補佐   淀川  章 

兼庶務係長 

 

 

調  製 主   任    山内 和子 
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日程 議          題 

第１  会議録署名委員の指名 

第２ 選第２号 小金井市奨学資金運営委員会委員の推薦について 

第３ 議案第１５号 
小金井市私立幼稚園等園児保護者補助金の交付に関す

る条例の一部を改正する条例 

第４ 報 告 事 項 

１ 小金井市奨学資金の応募状況について 

２ 小学校オーケストラ鑑賞教室について 

３ 放課後子どもプランの進捗状況について 

４ 第２４期小金井市社会教育委員の選出について 

５ 第２９期小金井市公民館運営審議会委員の選任・選

出について 

６ 第１９期小金井市公民館企画実行委員の補充選出

について 

７ 平成１９年度東京都公民館連絡協議会定期総会の

結果について 

８ 第１２回東京国際スリーデーマーチについて 

９ その他 

10 今後の日程について 
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開会 午後１時３１分 

 

伊東委員長   平成１９年第５回小金井市教育委員会定例会を開会する。 

 日程第１、会議録署名委員の指名。本日の会議録署名委員は、亘

理職務代理者と伊藤委員にお願いする。よろしくお願いする。 

 

（委員一同異議なく、上記２名が選出された。） 

 

伊東委員長   日程第２、選第２号、小金井市奨学資金運営委員会委員の推薦に

ついてを議題とする。 

 提案理由について説明をお願いする。 

 

谷垣教育長   提案理由についてご説明する。 

 教育委員会委員選出区分の委員が平成１９年５月１７日付をも

って任期満了になるため、小金井市奨学資金支給条例第６条及び第

７条の規定により委員を推薦する必要があるため、本案を提出する

ものである。 

 細部については庶務課長からご説明する。 

 

北村庶務課長  それでは、私のほうからご説明申し上げる。 

 小金井市奨学資金支給条例第６条の規定に基づき、現在、８人の

方が奨学資金運営委員会委員として市長から委嘱を受けている。そ

のうち、同条１号、教育委員会委員の選任区分は２名となっている。

亘理委員と伊藤委員にお受けいただいているところであるが、亘理

委員の任期が５月１７日に満了となるため、今回、本案を提出させ

ていただくものである。 

 なお、公募市民の選任枠３人については４人の応募があったが、

４月１０日開催の選考会議の結果、田中留美子さん、三笠玲子さん

を再任、平井安代さん、新任が決定している。また、同じく任期満

了となる市立学校教職員２名についても既に校長会から推薦をい

ただいており、山本修司小金井第一中学校長及び酒井晴夫南中学校

長への委嘱手続をお願いしているところである。 

 以上である。 

 

伊東委員長   何か質問はあるか。 
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 それでは、選挙の方法についてご意見をいただきたいと思う。い

かがか。 

 

谷垣教育長   従前より指名推選の方法で決定してきた。今回も指名推選の方法

でいかがか。 

 

伊東委員長   いかがか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

伊東委員長   異議なしと認め、指名推選の方法で決定する。どなたか推薦者を

お願いする。 

 

谷垣教育長   現在ご就任いただいている亘理委員に、引き続きお願いしたいと

思う。よろしくお願いする。 

 

伊東委員長   ただいま教育長から、引き続き亘理委員にとのご発言があったが、

ご異議ないか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

伊東委員長   異議なしと認め、引き続き亘理委員を小金井市奨学資金運営委員

に推薦する。亘理委員、よろしくお願いする。 

 続いて、日程第３、小金井市私立幼稚園等園児保護者補助金の交

付に関する条例の一部を改正する条例を議題とする。 

 直ちに提案理由の説明をお願いする。 

 

谷垣教育長   提案理由についてご説明する。 

 所得基準の変更及び認定子ども園制度開始に伴う補助対象者の

変更を行う必要があるため、本案を提出するものである。 

 細部については、学務課長からご説明する。 

 

福田学務課長  小金井市私立幼稚園等園児保護者補助金の交付に関する条例の一

部を改正する条例の説明をする。 

 この条例については、平成１９年第１回市議会定例会において採
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択され、その件について３月の教育委員会にご報告をしたものであ

る。昨年までは交付要綱という形で幼稚園の保護者補助金をしてい

たが、今年度の１０月１日からこの条例に沿って交付するという形

になっている。条例内容について、東京都生活文化局から私立幼稚

園等園児保護者負担軽減事業費補助金交付要綱の一部改正という

形で、所得基準の変更及び補助対象者の拡大に関する通知が参って

いる。それを条例の中に反映させるために、一部改正という形をと

らせていただく。 

 改正の内容であるが、お手持ち資料の７枚目に議案第１５号資料

を添付している。新旧対照表である。 

 その第１条では、認定子ども園制度開始に伴う補助対象者の拡大

により、現行の私立幼稚園及び幼稚園類似の幼児施設というところ

を私立幼稚園等に改正をしている。 

 また、第２条の中では、認定子ども園制度開始による用語の整備

として、私立幼稚園等を、具体的に私立幼稚園、幼稚園類似の幼児

施設、私立保育所型認定子ども園、私立地方裁量型認定子ども園に

拡大をして、幼児の項目に認定子ども園の短時間利用児を加えてい

る。 

 また、第３条では、私立保育園型認定子ども園及び私立地方裁量

型認定子ども園に在籍する短時間利用児の保護者を加えている。 

 第５条では、これは実態に合わせてであるが、申請書の提出を私

立幼稚園等が保護者にかわってできるようにしている。現実、各幼

稚園に保護者の方から申請書を集めていただいて、それを私どもの

ほうでとりに伺うというような方法をとっている。 

 続いて、別表の所得の基準である。地方税法の改正に伴い、平成

１９年度から市民税所得割課税額の税率が改正される。それととも

に、定率減税が廃止されたことも加え、改正を行っている。表の中

でごらんいただくと、区分２の所得割課税額が１万８,６００円を

３万４,５００円に、区分３の１３万５,０００円を１８万３,００

０円に、区分４の１７万６,６００円を２１万６,７００円と基準を

上げ、今まで受給されていた保護者の方が同様に受給できるような

形で調整を行っているところである。 

 以上、よろしくご審議いただき、ご議決賜りますようお願いする。 

 以上である。 
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伊東委員長   説明をいただいたが、何かご質問、ご意見はあるか。 

 

菊地委員    参考までであるが、これによって対象人数の変更がかなりあるの

か。 

 

福田学務課長  対象人数の変更がないような形で、所得割の基準額を上げたり、

認定子ども園というのが、就学前の子どもに関する教育、保育等の

総合的な提供の推進に関する法律に基づいて東京都が認定子ども

園の具体的な要綱をつくり上げている。いわゆる認定子ども園の在

籍児童についても該当させるというような部分の条例ができてい

るので、今以上には増えることが考えられる。ただ、認定子ども園

というものが、東京都内では新宿区で１園、世田谷区で２園、現状、

３園にとどまっているので、まだまだ小金井の子どもの影響という

のはないのかと思っている。 

 以上である。 

 

伊東委員長   ほかにあるか。 

 それでは、採決する。 

 小金井市私立幼稚園等園児保護者補助金の交付に関する条例の

一部を改正する条例について、原案どおり可決することにご異議な

いか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

伊東委員長   異議なしと認める。本案は、原案どおり市長に申し出るものと決

定した。 

 日程第４、報告事項に移る。順次、担当から報告を求める。 

 報告事項１、小金井市奨学資金の応募状況について 

 

北村庶務課長  小金井市奨学資金の応募状況についてご報告する。 

 今年度は、４月２日火曜日より出願書を配付し、５月１日火曜日

を期限に出願の受け付けを行った。応募状況であるが、高校生が定

数３５人に対し４１人、大学生が定数３人に対し８人、合計で４９

人の応募があった。 

 過去の応募状況の推移であるが、平成１４年度が高校、大学合わ
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せて６７人、１５年度が８６人、１６年度が５０人、１７年度は５

３人、平成１８年度は４９人となっている。前年度、平成１８年度

と比較すると、高校でプラス５人、大学でマイナス５人、合計では

プラスマイナスゼロ人となっている。 

 今後の予定であるが、５月２９日に第１回奨学資金運営委員会を

開催し、応募者の中から高校生３５人、大学生３人、合わせて３８

人の奨学生を選考する予定となっている。 

 以上である。 

 

伊東委員長   ありがとう。 

 何かあるか。いいか。 

 報告事項２、小学校オーケストラ鑑賞教室について、お願いする。 

 

浜田指導主事  小学校オーケストラ鑑賞教室について報告させていただく。 

 ４月２４日、武蔵野市民文化センターで小学校オーケストラ鑑賞

教室が行われた。参加児童は小学校６年生である。当日は文部科学

省が実施した全国学力学習状況調査を午前中に行っていたので、開

演時間や鑑賞態度等が心配されたが、予定どおり開演し、一つ一つ

の演奏にどの児童も熱心に聞き入っていた。弦楽器、金管楽器、種

類ごとに分けての演奏や代表児童による指揮者体験など、気持ちの

いやされる１時間２０分であった。 

 以上である。 

 

伊東委員長   ありがとう。 

 いいか。 

 報告事項３、放課後子どもプランの進捗状況について、お願いす

る。 

 

伊藤生涯    前年度まで地域子ども教室として、子どもたちの放課後の居場所 

学習課長   づくりをやってまいったが、１９年度からは放課後子どもプランと

して実施してまいることになった。 

 第１回目の運営委員会を、運営委員２０名にお願いして、４月２

５日に実施した。翌日４月２６日には、実施の１番目を予定してい

る本町小学校のＰＴＡにおいて、お手元に配付してある「平成１９

年度「小金井市放課後子どもプラン」について」と「放課後子ども
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プラン事業の実施にあたって（Ｑ＆Ａ）」をご説明している。これ

から動き出すということである。 

 今後の日程であるが、５月１１日には実務者の打ち合わせをして、

１７日には団体への説明会を行う予定になっている。 

 お手元に配付してある緑色の冊子は、東京都がつくったものであ

るが、前半はフォーラムの内容を書いてある、１４ページからデー

タという構成になっている。この中で特に注目すべきところとして、

１８ページの子どもたちの変化として異年齢の子どもたちと遊ぶ

ようになったとか、外で伸び伸び遊ぶようになったなどの変化が見

られるという報告が出ている。次の１９ページ、大人たちの変化と

して、親同士あるいは地域が活性化してくる。地域の活性化につい

ては特に大きな割合が出ている。 

 このように、地域に対する影響も非常に大きな事業と認識してい

るので、１９年度においては生涯学習課のメインの事業として力を

入れていきたいとに考えている。 

 以上である。 

 

伊東委員長   放課後子どもプランについて、ご質問はあるか。 

 

伊藤委員    このＱ＆Ａの中に、対象は原則として当該校の児童であるとある

が、地域に在籍する私立児童・生徒もよろしいのか。 

 

伊藤生涯    もちろんそうである。 

学習課長 

 

伊藤委員    わかった。 

 

伊東委員長   ほかにあるか。 

 報告事項４、第２４期小金井市社会教育委員の選出について。 

 

伊藤生涯    現在、第２３期社会教育委員をお願いしている。この方たちの任 

学習課長   期が９月８日をもって満了となるので、９月９日以降の第２４期委

員を選任を選任するものである。 

 選任の日程であるが、９日、明日になるが、団体への推薦依頼を

行う。それから、団体の選考を５月２８日に行い、その後、一般公
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募を予定している。一般公募の面接は７月１８日を予定している。

最終選考の結果については８月末の教育委員会でご報告し、承認を

賜りたいと考えている。委嘱状の交付は９月２５日を予定している。 

 以上である。 

 

伊東委員長   ありがとう。 

 よろしいか。 

 報告事項５、第２９期小金井市公民館運営審議会委員の選任・選

出について。 

 

中嶋公民館長  現２８期委員の任期は本年９月８日満了である。２９期の任期は

本年９月９日から２１年９月８日となる。本日、教育委員会に報告

をして、５月９日から６月４日に団体、サークル、機関に推薦依頼

をし、市報６月１５日号に市民公募を掲載し、６月１５日から７月

６日に申込書と論文の提出、第一次評定会議により一次合格者に面

接日の通知をし、団体、サークル、機関の推薦委員並びに市民公募

の選考会議を経て、８月の教育委員会に第２９期小金井市公民館運

営審議会委員の委嘱について議案を提出、市報９月１日号で委員名

を公表、９月２８日、第２９期第１回の公運審で委嘱状の交付を予

定している。 

 以上である。 

 

伊東委員長   よろしいか。 

 報告事項６、第１９期小金井市公民館企画実行委員の補充選出に

ついて、お願いする。 

 

中嶋公民館長  企画実行委員は、小金井市公民館企画実行委員選出要綱第２条に

より、成人教育・文化活動部門の委員数は各館６人以内、５館で 

３０人以内となっているので、今後、各館の状況を見て、公募によ

り補充をするか検討していきたいとご報告をしている。現時点の減

員は、本館１人、貫井南分館１人、東分館１人、緑分館２人、合計

５人である。 

 そこで、平成２０年７月２０日までの残任期間の補充選出の実施

について、市報５月１５日号に掲載し、５月２９日火曜日午前１０

時から１１時予定で、公民館本館学習室にて説明会を開催、６月 
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１２日火曜日午後５時に推薦・立候補者の申し込みを締め切り、６

月１９日火曜日午後２時から公民館本館学習室にて候補者調整会

により決定する。そして、７月の第７回教育委員会定例会に、小金

井市公民館企画実行委員の選任に関し同意を求めることについて

議案を提出し、７月２４日火曜日午前１０時から公民館本館で委嘱

状の伝達、市報８月１日号に委員名の公表をする。 

 以上である。 

 

伊東委員長   何かあるか。特別ない。 

報告事項７、平成１９年度東京都公民館連絡協議会定期総会の結果

について。 

 

中嶋公民館長  過日、４月１８日水曜日午後２時から３時４５分、まちだ中央公

民館小ホールにおいて、代議員数９８人中７４人の出席と１０人の

委任状提出により有効に総会は成立、開催された。小金井市から公

運審委員の大橋委員、公民館長と職員５人が出席。 

 来賓として、東京都教育庁生涯学習部社会教育課檜山正課長あい

さつ、東京都公民館連絡協議会会長あいさつの後、平成１８年度の

東京都公民館連絡協議会事業報告、一般会計決算並びに特別会計決

算の認定、財産に関する調書、監査報告、平成１９年度東京都公民

館連絡協議会役員の承認、立川市が平成１９年３月３１日に脱退し

たことの報告がありました。次に、平成１９年度東京都公民館連絡

協議会運営方針及び事業計画、一般会計予算並びに特別会計予算に

ついて挙手多数で認定、承認となったが、質疑が１点に集中した。 

 それは平成１９年度一般会計予算の繰越金と予備費が減ってい

ることである。立川市が脱退したことによる負担金が４万５,００

０円減となっているように、今後、負担金を値上げするか、するこ

とができないならば加盟を促進しなくてはならないこと、また、支

出を見直し、減らす方向で予算の編成が必要であることについてで

ある。 

 なお、特別会計の決算で小金井に質問が来なかったのは、小金井

市が公民館研究大会事務局市として参加費用を低廉にし、支出を減

らし、どの公民館が大会事務局市になっても負担が少なくなるよう

予算編成の見直しを図ったからである。今後、平成１９年度の新役

員には重い課題が引き継がれた。 
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 委員の皆様のところに、昨年１２月３日日曜日、第４４回東京都

公民館研究大会の記録の成果品であるＣＤ－ＲＯＭをご配付して

ある。どうぞ見ていただければと思う。 

 以上である。 

 

伊東委員長   ありがとう。 

 何かご質問はあるか。 

 公民館長、今、立川が脱退したということであるが、２３区、今、

２６市だったか、２５市だったか、４町１村ある。その中で公民館

という組織、これを脱退してしまって、組織がなくなっているとこ

ろはどのくらいあるのか。 

 

中嶋公民館長  昔は２７市が加盟していた。それが公民館でなくなったりして、

１７市１町から、今回、立川が脱退したことにより１６市１町とい

うことになった。 

 

伊東委員長   それはそれぞれ理由があるんだろうが、公民館という役目ではな

くなってきたということか。 

 

中嶋公民館長  引き続き公民館としてのところもあるだろうが、いわゆる市民交

流センターとか、また生涯学習に関するところのコミュニティセン

ターだとか、いろいろと名称なり、または活動の内容等を変えたり

してというところがある。 

 

伊東委員長   ありがとう。 

 

中嶋公民館長  特に先ほどの立川の場合だと、生涯学習から始まるまちづくりと

いうことで、市民交流大学構想の実現に向けてということで公民館

から変更している。 

 

伊東委員長   小金井市内ではそういう意見はないのか。 

 

中嶋公民館長  今のところはまだである。 

 

伊東委員長   今のところはないか。そうか。わかった。 
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 ほかにあるか。 

 報告事項８、第１２回東京国際スリーデーマーチについて、お願

いする。 

 

林スポーツ   第１２回東京国際スリーデーマーチの報告をさせていただく。 

振興課長    第１２回東京国際スリーデーマーチは５月３日、４日、５日の３

日間の日程で開催した。参加人数については配付資料のとおりであ

り、総合計５万９,０８３人で、前年より８７９人の増となってい

る。 

 次に、参加者のけが人等の状況であるが、詳細な集計はまだ届い

ていないが、担当者の話だと、ことしは給水不足による脱水症状に

なる方が多く、その他は転倒などによる裂傷、打撲などの方がいた

ということである。それから、救急隊を要請したものもあったが、

いずれも入院に至るほどのものはなかったとのことである。 

 次に、苦情等の状況であるが、こちらもまだすべてを集約できて

いないが、沿道の住民からのものとして参加者が道いっぱいに広が

って迷惑しているというものが多く、これについては対応策として、

３日目に対応したところであるが、参加者の多いコースのスタート

については、一定の人数ごとに間隔をあけてスタートを行うという

形をとった。 

 次に、中学生ボランティアについてご報告する。中学生ボランテ

ィアは各中学校にご協力いただいて、全部の市立中学校５校から参

加いただいた。教員１人を含み、合計７５人に参加いただいた。ボ

ランティアの内容はスタート、ゴールでのチェックカードへのスタ

ンプ押しなど、その他会場整理等、大変熱心にご協力いただいた。

参加された中学生には、後日、市長、教育長の連名で感謝状を贈る

予定となっている。また、ことしの大会では、都立小金井工業高校

の１年生約２１０人に、授業の一環でボランティアとして参加いた

だいた。 

 報告は以上である。 

 

伊東委員長   ありがとう。 

 感想なり、何かご意見はあるか。 

 

亘理委員長   ことしは１０キロメートルを歩いてみたが、皆さんなかなかペー 
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職務代理者  スが速いと思った。トイレや食事などはスムーズにいっていると感

じた。また１年足腰を鍛えて、次のステップに頑張りたい。 

 

伊東委員長   教育長、ご感想はいかがか。 

 

谷垣教育長   熱中症にかかった人が何人か、非常にいい天気だったが、今言わ

れたように、休憩しながら、水の補給をしながら歩いてくれるとな

およかったかなというふうに思った。 

 

伊東委員長   応援に来てくださった皆さん、本当にお疲れさまであった。暑い

中、無事終わり、ご苦労さまである。 

 報告事項９、その他、あるか。 

 

中嶋公民館長  公民館から、緑センターの落雷被害についてである。 

 ４月２８日土曜日午後３時過ぎ、緑センターの電力引込線近くの

東電の電柱に落雷、緑センター敷地内の第１号柱から変電設備間の

高圧ケーブルが破壊、緑町３丁目を中心に一帯が停電した。停電理

由は５時過ぎに判明、取り急ぎ東京電力所有の仮設用高圧ケーブル

を借用し、緑センターは午後７時１６分仮復旧により点灯したが、

本日の部屋と宿泊施設の利用については、停電と水道が断水である

ので、午後５時１５分に閉館とし、利用団体、サークルに携帯電話

で利用できない旨のご連絡をした。電気が点灯したので、故障個所

の確認をした。 

 あわせて現在までの復旧状況は、ＮＴＴ回線のシステム損傷、電

話不通になった。１１３番対応で現在、仮の復旧、電話は通じてい

る。玄関のオートドア故障、現在、外側のドア復旧、きょうの午前

中に内側のドアも復旧した。エレベーターの照明基盤の損傷、現在

使用中止、対応中である。ボイラーの故障、基盤交換で、５月２日

午前中に点火した。５月２日から国際スリーデーマーチ期間中、関

係者２６人の宿泊施設として無事利用された。家事実習室のコンセ

ント損傷で対応中である。それから、遠方監視装置の損傷は管財課

にて対応中。高圧ケーブルの本復旧、現在対応中。テレビの関係で、

Ｊ－ＣＯＭが現在対応中である。 

 なお、落雷による復旧の経費については、管財課が施設保険に加

入しているので、保険の適用を受けるため、事故報告書などの措置
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をしているところである。 

 以上、落雷の翌日、４月２９日日曜日から通常開館していること

をご報告する。 

 以上である。 

 

伊東委員長   ありがとう。 

 

田中図書館長  図書館は緑分館のほうに分室が入っている。停電時に図書館シス

テムがダウンした。その対応としてＢＭ端末、ハンディーターミナ

ルでもって対応して、次の日に立ち上がるかどうか心配だったので、

職員が出て、システムを立ち上げ、無事立ち上がったので、３０日

に通常どおりの作業をしている。 

 以上である。 

 

伊東委員長   その他でほかにあるか、 

 

伊藤生涯    お手元に緑色のチラシを配付している。地域で新たな出発という 

学習課長   ことで、定年後の人生設計というタイトルになっている。定年を迎

え、地域に帰ってきていただいて、地域で活躍をしていただきたい

ということで、地域でのさまざまな活動を定年者あるいは定年前後

の方にご紹介をするという講座である。平成１７年から実施してお

り、平成１８年度からまちづくり交付金の対象事業として今年度も

２回取り組む予定である。そのうちの前期として、５月１２日から

６月３０日まで、毎週土曜日を予定している。前回までは平日水曜

日、夕方の７時からということでやっていたが、土曜日のほうが参

加しやすいのではとの声もあり、今回は試験的に土曜日実施してい

る。 

 

伊東委員長   その他あるか。 

 

亘理委員長   ４月２４日に全国学力調査が４３年ぶりに行われたが、文科省の 

職務代理者  ねらいは学力の検証とその底上げと説明されている。この夏にも公

表される結果をどう生かすか、その活用方法の研究が大切だと思う

わけであるが、小金井市ではこの試験の結果に対し、学校ごとの結

果を公表するのか、あるいはどのように活用していく計画かお知ら
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せいただきたい。 

 

冨士道    結果については、現在も東京都が調査を行っているが、その結果と 

指導室長   同様に、特に今の段階で学校ごとの公表等をする予定はない。あく

までも子どもたちの学習の状況を把握して、どう指導に生かすかが

一番重要なことであるので、各学校にはその状況をしっかり伝えな

がら、また改善プラン等も見直しをしながら、指導法の改善を図る

よう指導してまいりたいと考えている。 

 

伊東委員長   よろしいか。 

 

亘理委員長   わかった。 

職務代理者 

 

伊東委員長   その他あるか。 

 報告事項１０、今後の日程についてをお願いする。 

 

淀川庶務    今後の日程であるが、５月１０日木曜日、教育委員の行政視察で 

課長補佐   ある。練馬区立中村小学校及び南小学校の視察を予定している。マ

イクロバスにて市役所の本庁舎を７時に出発したいと考えている。 

 ５月１７日木曜日午後１時から、静岡県富士市文化会館で関東甲

信静市町村教育委員会連合会総会及び研修会が開催される。当日の

細かい日程等については、後日お知らせをさせていただく。 

 ５月１８日金曜日午後２時から、東京都市町村教育委員会連合会

総会が東京自治会館で開催される。こちらも、当日の日程について

は後日お知らせをする。 

 あと、５月２９日火曜日、第６回教育委員会、７月１０日火曜日、

第７回教育委員会、８月１４日火曜日、第８回教育委員会、８月２

８日火曜日、第９回教育委員会を、すべて午後１時３０分から８０

１会議室で開催予定である。 

 教育委員会の日程については以上である。 

 

伊東委員長   ありがとう。 

 いいか。 

 報告事項が終わった。 
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 本日の審議はすべて終了した。 

 これをもって平成１９年第５回教育委員会定例会を閉会する。お

疲れさまであった。 

 

閉会 午後２時０６分 


